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〇都市の将来像、全体構想（分野別方針）
１．まちづくりの目標
　「時と人が交わるスカイゲートシティ～誰もが暮らしやす
い持続的に成長する都市～」としました。
２．将来都市構造
　まちづくりの骨格となる目指すべき将来の都市構造を示し
ました（15ページの【将来都市構造図】のとおり）。
３．全体構造（分野別方針）
　分野ごとに基本方針を定めました（①土地利用の基本方針、②交通体系の基本方針、③都市施設の基
本方針、④水と緑の基本方針、⑤観光・景観の基本方針、⑥都市防災の基本方針）。

〇地域別構想（拠点別方針）
　将来都市構造に示した３拠点【小池地区（中心拠点）、千代田地区（スカイゲート拠点）、川津場地
区（田園型居住地創出拠点）】について、各拠点づくりの目標や基本方針を定めました。

〇まちづくりの実現に向けて
　全体構想、地域別構想で示した目指すべき将来都市像の実現に向けた住民、事業者、行政の役割な
ど、まちづくりの推進方策を定めました。
　また、全体構想、地域別構想に定めた施策を戦略的に展開すめための推進プログラムとして、各施策
のスケジュールを定めました。

　都市計画マスタープランの全文は、役場企画空港政策課都市計画係の窓口に備え付けるほか、町ホー
ムページにも掲載しています。
　また、計画の概要版については、今後全戸配布させていただく予定です。

「芝山町都市計画マスタープラン」を
策定しました

　町の都市計画に関する基本的な方針として、将来都市像や土地利用、都市施設などの整備方
針を定めるとともに、長期的な「まちづくりの指針」としての役割を果たす「芝山町都市計画
マスタープラン」を策定しました。
　計画策定にあたっては、委員長である東京大学大学院准教授の村山先生をはじめ、町議会議
員、関係団体の代表者、町民代表、関係行政機関職員などで構成した策定委員会を６回にわた
り開催し議論いただいたほか、住民アンケート、住民説明会、ワークショップ、パブリックコ
メントなどで多くの町民の皆さまから意見をいただきながら進めてきました。

村山委員長から町長へ計画書（案）が提出される様子
（令和元年11月18日　第６回策定委員会）
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